
発行：社会福祉法人上牧町社会福祉協議会
住所：上牧町大字上牧 3245-１
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上牧町社協 検索

　平成２７年２月２１日（土）『やってみよう！笑

顔になれるボランティア～つなげよう心の輪～』を

開催テーマに奈良県社会福祉総合センターで「なら

ボランティア研究集会」が行われました。

　ボランティア活動者の日頃の取り組みの報告を通

して、ボランティア活動や市民活動のあり方を考え

る機会となりました。

　上牧町ボランティア連絡協議会が「地域の防災教

育」をテーマに分科会で発表をされました。
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　参加者の方々のご意見には、事前に改善しておくことや新たな気付きがたくさんあり、今回の訓練を通
して、今後備えておくべきことが分かりました。そして、これらを共有し、活用していきたいと思います。
　災害はいつ起こるか予想ができないため、日頃からの災害への取り組みが必要になります。これからも
地域で協働・連携し、もしものときに対応ができる地域作りを目指していきます。
　ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。

「災害時対応訓練」を開催しました！！ご報告

　

　

　

　平成２６年１２月２１日（日）に２０００年会館にて、災害時対応訓練を行わせていただきました。
　関係機関や住民の皆さんと協働して訓練を実施することで、関係機関や住民の皆さんに災
害時の社協の役割について周知するとともに、被災時の協働・連携の基盤作りを目的に開催さ
せていただきました。

　

～災害ボランティアセンターとは？～

災害ボランティアセンターは、災害により大
きな被害が発生した際に、被災された住民
のニーズと町内外から駆けつけてくださっ
たボランティアの支援をつなげるところで
す。社会福祉協議会が設置し、関係機関の協
力を得て運営します。

　訓練では、災害ボランティアセンターの設置、運
営のシミュレーションを行いました。１００名の方に
ご参加いただき、災害ボランティアセンターのスタ
ッフ、住民、ボランティアの各役に分かれて行いま
した。

◎平成２７年３月１日に本会と上牧町で災害ボランティアセンターの開設に関する協定が締結されました。

２
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小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

 

　

今
回
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
は
、
緑
ヶ
丘
の
小
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
」
の
活
動
で
す
。

　

三
月
一
日
（
日
）
に
緑
ヶ
丘
公
民
館
で
「
ひ
な
祭
り
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
で
は
、
「
ひ
な
祭
り
」
は
初
め
て
の
試
み
と

い
う
こ
と
で
、
ど
の
く
ら
い
の
方
が
来
て
く
だ
さ
る
の
か
、
少

し
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
人
一
七
名
・
子
ど
も
二
十
三

名
、
合
計
四
十
名
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

和
室
に
は
、
豪
華
な
ひ
な
祭
り
の
飾
り
と
昔
遊
び
の
け
ん
玉

や
お
手
玉
、
め
ん
こ
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
に
昔
遊
び
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
昔
遊
び
に
親
し

み
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
す
。　

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、
十
一
時
頃
か
ら

続
々
と
親
子
で
の
参
加
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
た
た
か
い
お
し
る
こ
と
甘
酒
を
振
る
舞
わ
れ
、
和
や
か
な

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
六
日
（
木
）
に
行
わ
れ
た
「
上
牧
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
研

修
会
」
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

行
き
先
は
、
「
奈
良
県
営
福
祉
パ
ー
ク
福
祉
住
宅
体
験
館
内
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン

タ
ー
」
と
「
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
」
で
し
た
。

　

午
前
に
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
に
て
介
護
体
験
を
さ
れ
ま
し
た
。
三
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
・
車
イ
ス
体
験
・
改
善
住
宅
見
学
・
展
示
場
見

学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

実
際
に
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
普
段
気
付
か
な

か
っ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
必
要
性
を
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
体
験
を
通
し
て
、
「
急

に
車
イ
ス
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
使
い
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
ん
だ
」
と
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　

改
善
住
宅
の
見
学
で
は
、
ご
自
分
の
家
の
構
造
と
比
べ
ら
れ
た
り
、
費
用
や
将
来

の
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
が
ら
見
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
み
、
午
後
か
ら
は
、
万
葉
文
化
館
へ
。
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

に
ご
案
内
い
た
だ
き
な
が
ら
館
内
を
見
て
回
ら
れ
ま
し
た
。
遺
跡
の
復
原
展
示
や
万

葉
人
心
情
展
を
見
て
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
お
い
し
い
飛
鳥
の
イ
チ
ゴ
や
お
花
を
お
土
産
に
帰
路
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

　

上
牧
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
グ
ル
ー
プ
同
士
の
交
流
が
で
き
た
貴
重
な

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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上牧町社会福祉協議会では、知的障害をもつ方を対象に人間関

係の広がりや社会経験の獲得をお手伝いするためにレスパイト

事業を実施しています。ボランティアさんや同じ障害をもつ仲

間と遊びながら友達作りやいろいろな経験をしてみませんか？

開催日：毎月第３土曜日（６月が第４土曜日）

対象者：小学生以上の知的障害をもつ方

登録料：３，０００円

利用料：１，０００円（利用する月のみ）

お問い合わせは上牧町社会福祉協議会０７４５－７６－６０９８までお願いします。

４月１８日　　バーベキュー

５月１６日　　映画

６月２７日　　ボウリング

７月１８日　　カラオケ

８月２２日　　調理実習

９月２６日　　果物狩り

１０月１７日　試合観戦　または　買い物

１１月２１日　試合観戦　または　買い物

１２月１９日　クリスマス会

１月１６日　　体を動かそう

２月２０日　　交流イベント

３月１９日　　遊園地

カフェぷらっとの営業日が平日のみになります

２０００年会館内にあります「カフェぷらっと」で

すが、この４月から土曜日の営業をお休みさせてい

ただきます。

平日のみの営業とさせていただきますので、よろし

くお願い致します。

営業時間：　９：００～１６：００

定休日　：　土・日・祝

電話　　：０７４５－７９－０８９６

平成２７年度レスパイトサービス利用者募集

お知らせ

 

平成２６年度　

レスパイトサポーター養成講座　と　第３回おしゃべり塾を開催しました　

　３月の土曜日に上牧町・河合町レスパイトサポーター養成講座（全４

回）を開催させていただきました。

　社会福祉協議会では、知的障害をもつ方への地域での暮らしを支援す

るため、外出やレクリエーションなどを企画したレスパイトサービスを

行っています。

　この講座では、知的障害とはどんな障害かを知っていただき知的障害

を持つ方への接し方などを学んで「レスパイトサービス」で活躍してい

ただく方の研修を目的として行わせていただきました。

　第１回目の３月７日（土）は、「ボランティアとは？」と「あいサポー

ト運動」の講座でした。２２名の方が参加してくださり、レスパイト事

業やレスパイトボランティアの心構え、あいサポーターについて知って

いただきました。

２月２１日（土）に２０００年会館にて上牧

町手をつなぐ育成会主催・社協共催の第３回

おしゃべり塾が開催されました。

　おしゃべり塾は、知的障害や発達障害をも

つ子どもさんの親同士が同じ立場で、日頃悩

んでいることや迷っていることを話し合うこ

とで、気持ちが軽くなったり、情報を共有で

きる場となっています。

　今回初めて参加された方でも次回もぜひ参

加したいとおっしゃる方もおられました。

　１５名の方にご参加いただき、とてもアッ

トホームに日頃の様子を話し合うことがで

き、有意義な時間を過ごされました。

ご報告
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桜ヶ丘１丁目、松里園、米山台にて住民座談会をさせていただきました。
座談会で話し合われた内容についてご報告させていただきます。

住民座談会を開催しました！！ご報告

～桜ヶ丘１丁目～　2月1日（
日）

【地域の困りごととは】
「井戸端会議を見ることがない」
「清掃活動等の参加者の少なさ・固定化」
「災害時の安否確認ができない」
「非常時のシステムについて」
「地域の情報が入ってこない」等。

【地域で暮らしたいを形にするための活動とは】
「参加したら楽しいと感じてもらえるような行事の企画」
「男性をターゲットにした集いの場をつくる」
「災害時の安否確認のため、情報を集めて整理する」
「一人一人が隣近所を気にかける」
「農業活動で地域一丸となって地域活性化を目指す」等。

【松里園のいいところとは】
「落ち着いていて、静か」
「地域活動が活発」
「他地域の方があまり入ってこないため、防犯上安心」等。

【松里園の気になるところとは】
「交通の便が悪い」
「買い物や通院の不安」
「活動熱心な方とそうでない方の差が大きい」等。

【私たちのできることとは】
「買い物ボランティアを考える」
「子どもの下校時に合わせて散歩や買い物をして、見守りを行う」
「「自治会」「ふれあいの会」「子ども会」「シルバークラブ」の協力・連携体制作り」
等。

～松里園～　　2月14日（土）

～米山台～　　　3月8日（日）
【米山台のいいところとは】
「学校・役場・病院が歩いていける」
「町がきれいで、緑が多い」
「近所付き合いがよい」等。

【米山台の気になるところとは】
「道路が狭く、坂道が多い」
「独居の高齢者のこと」
「空き家の数」等。

【私たちのできることとは】
「独居高齢者を見守る」
「日常生活の手助け（例：布団干し等ワンコインで行う）」
「年に１度防災の日をつくる（例：黄色のハンカチを家につける）」等。



寄
付
金
の
ご
報
告

平
成
二
十
六
年
九
月
十
九
日
～
平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

    
    
    

    
    
    

共
同
募
金
の
ご
報
告

　

前
号
の
社
協
だ
よ
り
に
て
中
間
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
た
、
平
成
２
７
年
度
の
共
同
募
金
運
動
で
す

が
、
最
終
的
に
１
，
６
１
５
，
８
１
１
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
貴
重
な
募
金
は
、
奈
良
県

共
同
募
金
会
へ
送
金
し
、
上
牧
町
内
の
地
域
福
祉
活
動

へ
の
助
成
や
県
内
で
活
動
す
る
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の

助
成
、
災
害
復
旧
活
動
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

区分（団体名） 金　　額

奈良友紘会病院 １００，０

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募
集

平
成
２
７
年
度
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広　
　
　

告

　

上
牧
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
福

祉
推
進
の
た
め
ご
寄
付
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た
寄
付
金
は
地
域

福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。　

　

た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
住
民
の

皆
様
と
一
緒
に
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

上
牧
町
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
す
べ
て
が
会
員
で
す
が
、
そ
の
な
か
で
特
に

社
会
福
祉
に
関
心
を
持
ち
社
会
福
祉
協
議
会
を
支
え
て
い
た
だ
け
る
方
に

会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

会
費
は
一
般
会
費
が
５
０
０
円
、
賛
助
会
費
が
１
０
，
０
０
０
円
で
す
。

い
た
だ
い
た
会
費
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
や
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
動
の
支
援
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
会
費
を

納
入
い
た
だ
き
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
財
政
面
で
も
支
援
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

※

会
費
納
入
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

敬称略・順不同

金　　額氏名（団体名） 種　　別

友愛会（友が丘）

明朗会（片岡台１）

ひまわり会（片岡台３）

千寿会（服部台）

松寿クラブ（松里園）

桜ヶ丘シルバークラブ

匿名

一円募金

“小さな善意で大きな愛の輪”運動
ユニー（株）

寄付金

　　５，６９１円

　　２，０６４円

　　３，５４５円

　　４，９１２円

　　３，９５４円

　　３，３９０円

      　８３７円

１１５，５４９円

同上

同上

同上

同上

同上

同上


